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実験用サーボモータ制御装置実験用サーボモータ制御装置実験用サーボモータ制御装置実験用サーボモータ制御装置実験用サーボモータ制御装置

本装置は各種制御ｼｽﾃﾑの開発者が制御ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを開発するのに適
したｻｰﾎﾞﾓｰﾀ制御装置です。開発者が作成した制御ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを
使って実際にｻｰﾎﾞﾓｰﾀを駆動し制御ﾊﾟﾗﾒｰﾀを調整することによっ
て作成した制御ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを検証することができます。本装置は日

本原子力研究所炉構造研究室に納入されました。

◆◆◆◆◆     制御則部分だけを作成制御則部分だけを作成制御則部分だけを作成制御則部分だけを作成制御則部分だけを作成
開発者は軌道計算、制御ﾙｰﾌﾟの部分のみを開発用ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀ上でC言語を用いて記
述しｺﾝﾊﾟｲﾙするだけです。ｻｰﾎﾞｲﾝﾀｰﾌｪｰｽﾎﾞｰﾄﾞへの入出力指令はﾗｲﾌﾞﾗﾘ化されていま
すのでﾊﾞｽやﾎﾞｰﾄﾞへのｱｸｾｽに関する知識は必要ありません。

◆◆◆◆◆     低開発費用低開発費用低開発費用低開発費用低開発費用
制御用OSはあらかじめ本装置に組み込んでありますので開発用ﾗｲｾﾝｽ料金は必要あ
りません。さらにｺﾝﾊﾟｲﾗはGNUを使いますので開発環境は各種ﾊﾟｿｺﾝ、ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ等
幅広く利用可能であり費用を極めて低く押さえられます。

◆◆◆◆◆     機器構成が自由機器構成が自由機器構成が自由機器構成が自由機器構成が自由
本装置はCPUﾎﾞｰﾄﾞ、ｻｰﾎﾞｲﾝﾀｰﾌｪｰｽﾎﾞｰﾄﾞ等で構成されていますが開発者の要望に応
じてCPUﾎﾞｰﾄﾞや制御軸数は自由に選択できます。
    機器構成の一例

◆◆◆◆◆     通信仕様を公開通信仕様を公開通信仕様を公開通信仕様を公開通信仕様を公開
本装置はｲｰｻﾈｯﾄｹｰﾌﾞﾙを使い上位ｺﾝﾋﾟｭｰﾀと接続します。本
装置への指令や本装置からの応答はすべて上位ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとの
間の通信によって行われます。この通信プロトコルはTCP/
IPを用いた独自のものですが仕様はすべて公開されますの
で開発目的に応じたﾕｰｻﾞｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを作成することが可能で
す。

主な通信ﾊﾟｹｯﾄ

◆◆◆◆◆ PID P I D P I D P I D P I D 制御制御制御制御制御ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを標準搭載を標準搭載を標準搭載を標準搭載を標準搭載
制御則としてPID速度制御ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑによる台形加速／減速
制御方式があらかじめ搭載されているので制御ﾊﾟﾗﾒｰﾀを設
定するだけで直ぐにｻｰﾎﾞﾓｰﾀの制御ができます。またｿｰｽﾌﾟ
ﾛｸﾞﾗﾑも付いているので新たに制御ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを開発する場合
の雛型として使えます。
◆◆◆◆◆     高信頼性高信頼性高信頼性高信頼性高信頼性
工業用として使われている高信頼性ﾘｱﾙﾀｲﾑOSと業界標準規
格VMEﾊﾞｽを採用していますので実機開発への移行がｽﾑｰｽﾞに
行えます。

ﾎﾎﾎﾎﾞ゙ーーーー゙゙ ﾄﾄﾄﾄ゙゙゙゙ ﾒﾒﾒﾒーーーー ｶｶｶｶ 型型型型 式式式式

CPU ﾎ゙ ﾄー゙　              ﾓﾄﾛー ﾗ MVME162-233

ﾃ゙ｼ゙ﾀﾙ出 力            日 立 造 船  H IM V 630

ｻー ﾎ゙ｲﾝﾀー ﾌｪー ｽﾎ゙ ﾄー゙　 ｻﾝﾘﾂｵー ﾄﾒー ｼｮﾝ SVM4800

・エンコーダ検出
・教示
・ジョグ
・移動
・サーボ電源

・モニター項目追加／削除

・パラメータ値設定
・ロック／解除
・入出力試験
・強制停止
・モジュール追加／削除
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